
　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
は
一
年
生
を
主
対

象
と
し
て
「
科
学
好
き
の
人
材
発
掘
と
育
成
、

幅
広
い
見
識
と
豊
か
な
人
間
性
の
醸
成
を
図

る
。」
を
テ
ー
マ
の
一
つ
に
し
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
山
形
大
学
工
学
部
か

ら
は
施
設
の
利
用
や
先
生
方
の
派
遣
等
に
つ
い
て
全

面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
科
学
と

他
の
分
野
を
融
合
さ
せ
た
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ー
ス
別
講
義
・
研
修
で
は
山
形
大
学
工
学
部
を
は

じ
め
多
く
の
大
学
・
研
究
機
関
等
か
ら
述
べ
六
十
名

余
の
方
に
専
門
的
な
指
導
を
い
た
だ
き
、
コ
ー
ス
の

特
徴
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修
で
は
十
名
を
超
え

る
方
か
ら
西
吾
妻
山
を
は
じ
め
と
し
た
置
賜
地
域
の

自
然
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
先
端
で
活
躍
し
て
い
る

方
か
ら
身
近
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
経
験
に
加
え
、
実
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な

領
域
と
科
学
が
密
接
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
体
験
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
理
数

科
に
進
む
生
徒
に
と
っ
て
は
次
年
度
以
降
に
行
う
探

究
活
動
等
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
年
生
は
、
ま
と
め
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
自
身
の
進
路
選

択
や
社
会
生
活
を
送
る
上
で
の
基
盤
と
な
る
体
験
の

一
つ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
一
年
生
に
つ
い
て
も
、
内
容
の

検
討
を
加
え
な
が
ら
、
同
様
の
活
動
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
講
演
を
聞
く
機
会
を

い
た
だ
い
て
、
私
の
中
で
宇

宙
の
捉
え
方
が
少
し
変
わ
り

ま
し
た
。
私
は
地
学
を
選
択

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
宇

宙
に
つ
い
て
は
全
く
の
無
知

で
、
正
直
、
さ
ほ
ど
興
味
が

あ
っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
山
崎

さ
ん
の
等
身
大
の
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
宇
宙

の
美
し
さ
や
果
て
し
な
さ
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
宙

を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
未
知
の
世

界
へ
旅
立
っ
て
い
く
私
た
ち

三
年
生
に
と
っ
て
、
山
崎
さ

ん
の
お
話
は
未
来
へ
進
む
勇

気
を
与
え
て
下
さ
る
、
と
て

も
素
敵
な
も
の
で
し
た
。

生徒の興味・関心を高める質問を次々行う
宇宙飛行士　山崎　直子さん

受験を間近に控えていますが、山崎さんのお話は同じ女性とし
て、勇気づけられました
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
長

教
頭　

五
十
嵐
　
文
　
彦

小
　
関
　
恵
　
未

（
米
沢
一
中
出
身
）

Ｓ
Ｓ
Ｈ
中
間
報
告

山
崎
さ
ん
の

講
演
を
聞
い
て

米沢興譲館高校に宇宙飛行士来校

講演会「宇宙・人・夢をつなぐ
～未来へはばたくみなさんへ」

スーパーサイエンスハイスクール 祭りだ!
興譲祭だ

!
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私
を
含
め
た
六
名
の
自
治
会
執
行
部
員
は
、
十

月
の
下
旬
に
宮
崎

県
高
鍋
高
校
を
訪

問
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
三
日
間
の

中
で
、
両
校
生
徒

会
執
行
部
間
で
の

意
見
交
流
。
古
事

記
所
縁
の
地
巡
り
、

私
た
ち
興
譲
館
の

執
行
部
が
、
米
沢

を
紹
介
す
る
ク
ラ
ス
交
流
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
僕
が
高
鍋
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
の
場
で
は
報

告
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
高
鍋
の
み
な
さ
ん
は
そ
の

気
候
と
同
様
に
、
誰
し
も
が
温
か
い
人
々
で
し
た
。

今
後
は
高
鍋
で
得
た
こ
と
を
学
校
全
体
に
還
元
す

る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

絶
対
に
県
で
優
勝
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

行
く
。
入
学
し
た
時
か
ら
、
合
言
葉
の
よ
う

に
何
度
も
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
や
っ

と
、
一
つ
の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
優
勝

で
き
た
の
は
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
、
先
生

方
、
家
族
、
そ
し
て
な
に
よ
り
仲
間
の
力
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ま
だ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

と
い
う
本
当
の
目
標
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
冬
、
ど
ん
ど
ん
下
に
根
を
張
り
、
春
に
花

を
咲
か
せ
、
必
ず
伝
説
を
残
し
ま
す
。

置賜地区高等学校秋季総合体育大会
○団体
〈第１位（優勝）〉 弓道男子（三人立）、フェンシング男子

フェンシング女子、バドミントン女子
〈第２位〉 ソフトテニス男子、山岳（優秀賞）、ホッケー男子

ホッケー女子、柔道男子
〈第３位〉 剣道男子、剣道女子、サッカー
○個人
〈第１位（優勝）〉 弓道男子、バドミントン：女子ダブルス・シングルス、

フェンシング：男子フルーレ・女子フルーレ・男子エペ
　　　　　　　　　女子エペ・女子サーブル
陸上競技：男子走高跳、柔道：男子66kg級

〈第２位〉 剣道女子、バドミントン：シングルス
フェンシング：女子フルーレ・女子エペ・男子サーブル
陸上競技：女子100m・女子200m・女子4×100mR

〈第３位〉 ソフトテニス：男子ダブルス・女子ダブルス、弓道男子
フェンシング：男子フルーレ・男子サーブル
バドミントン：女子ダブルス・女子シングルス、
柔道：男子90kg級、卓球：女子シングルス
陸上競技：男子4×100R・女子400m・女子400mH・女子4×100mR

　 　

山形県高等学校新人大会
○団体
〈第１位（優勝）〉 フェンシング男子
〈第２位〉 フェンシング女子、ホッケー男子、ホッケー女子
☆個人
〈第１位（優勝）〉 フェンシング：男子フルーレ・女子フルーレ・男子エペ

バドミントン：女子ダブルス
〈第２位〉 フェンシング：男子フルーレ・女子エペ・男子サーブル・女子サーブル

水泳：女子100m背泳ぎ
〈第３位〉 フェンシング：女子エペ、弓道男子

陸上競技：女子200m・女子400mH
　 　

文化・生産系部活動
○美術 県高校美術展　奨励賞　２年女子　H25年度全国高文祭へ出展
○吹奏楽研究クラブ
　全日本吹奏楽コンクール置賜地区予選会：優秀賞（県大会出場）
　全日本吹奏楽コンクール山形県大会：銀賞
○調理科学 館山りんごスイーツコンテスト出場：パティシエ賞

宮崎へ！高鍋高校との学校間交流
　
上
杉
鷹
山
公
が
高
鍋
出
身
と

い
う
縁
で
始
ま
っ
た
高
鍋
高
校

と
の
学
校
間
交
流
も
、
十
三
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
、

本
校
自
治
会
執
行
部
が
宮
崎
を

訪
れ
ま
し
た
。

自
治
会
長　

色
　
摩
　
伸
　
平

（
米
沢
六
中
出
身
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子　

安
部
　
由
貴

（
米
沢
二
中
出
身
）

「
無
題
」
　
県
高
校
美
術
展
　
奨
励
賞

二
年
　
後
藤
　
友
香
（
赤
湯
中
出
身
）

高
鍋
交
流
を
経
て

新
人
戦
に
つ
い
て

部活動の記録 新
し
い
風
　
～
新
チ
ー
ム
活
躍
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ（
男
子
）、
県
大
会
制
覇

美
術
部　

二
年
女
子　

奨
励
賞　

Ｈ
25
年
度
全
国
高
文
祭
へ
出
展
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東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
は
、
大
学
や
各
施

設
研
修
以
上
に
「
同
窓
生
と
語
る
会
」
が
一

番
有
意
義
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
進
路
選
択
に

あ
た
り
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に

聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
同
窓
生
だ
か
ら
こ

そ
。
高
校
二
年
生
の
こ
の
時
期
に
、
大
学
生

や
社
会
人
と
直
接
語
る
機
会
を
作
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
保
護
者
と
し
て
、
た
い
へ
ん

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
の
時
か
ら
生
徒
・
保
護
者
向
け
の

進
路
講
演
会
な
ど
も
充
実
し
て
い
て
、
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
す
。
私
が
高
校
生
の
時
に

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
違

う
進
路
に
進
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

君
た
ち
に
は
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

私
た
ち
保
護
者
、
一
緒
に
目
標
に
向
か
う
仲

間
、
進
路
に
迷
っ
た
と
き
に
は
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方
が
い
ま

す
。
自
信
を
も
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
は
、
自
分
が
今
考
え

て
い
る
進
路
と
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
充
実
し
た
三
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
訪
問
先
の

Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
や
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
で
は
、
施
設

を
見
学
し
た
り
、
様
々
な

お
話
を
お
聞
き
し
た
り
し
、

良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

同
時
に
、
学
習
に
対
す
る

意
欲
も
わ
き
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
で
得
た
こ
と
を

常
に
心
に
留
め
、
今
後
の

生
活
や
学
習
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
達
一
年
生
は
十
一
月
十
五
～
十
六
日
に
、

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
科
学
の
広
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
の
コ
ー
ス
で
は
、
二
日
目
に
、

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
に
行
き
、
炭
素
に
よ
る

年
代
測
定
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
普
段
教

室
で
授
業
を
受
け
て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
科
学
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
こ

の
体
験
に
よ
り
、
も
っ
と
科
学
を
学
習
し
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
常
で
は
で
き
な
い
、
非
常
に
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
い
た
二
日
間
で
し
た
。

四
　
釜
　
航
　
介

（
宮
内
中
出
身
）

片
　
倉
　
裕
　
喜

（
川
西
中
出
身
）

保
護
者
か
ら
のエ

ー
ル

東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
に
つ
い
て

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

東京サイエンスツアー 東京キャリア研修

１・２ 年 生 東 京 へ！
　11月15日、16日に、１学年全員が参加するＳＳＨの一
環事業として、科学に触れる東京サイエンスツアーが行わ
れました。国立科学博物館を全員で訪れた後、異分野融合
サイエンスのコース別に大学等で研修を行いました。

　11月13日から15日にかけて、２学年が、「将来の自分」
を深化させる研修として、東京キャリア研修に参加しました。
班ごとに住友商事や話題のタニタの総合研究所などの企業、
東京大学などの大学を訪れ、様々な刺激を受けました。

二
年
保
護
者加

　
藤
　
か
お
り

目
標
に
向
か
っ
て
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１
月
７
日

始
業
式

１
月
19
日
～

セ
ン
タ
ー
試
験（
～
20
日
）

１
月
22
日

予
餞
会

１
月
26
日

東
北
・
北
海
道
地
区
Ｓ
Ｓ
Ｈ

指
定
校
発
表
会（
～
27
日
）

２
月
７
日

推
薦
入
学
者
選
抜
試
験

２
月
25
日
～

学
年
末
考
査（
～
３
月
１
日
）

３
月
２
日

卒
業
式

３
月
10
日

一
般
入
学
者
選
抜
試
験

３
月
20
日

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
発
表
会

３
月
22
日

修
了
式　

　

８月23日から25日に、

「蕾～無限大の可能性～」 をテーマに掲げ、 興譲祭

が行われました。 １日目には合唱コンクールが行われ、 ３

年生を中心に、 素晴らしいハーモニーを響かせました。

２日目には、 文化部、 委員会を中心に校内発表が

行われ、 ３日目には、 各クラス、 有志の企画が一般

公開されました。 多数の来場者を迎え、 大盛況に終

わりました。 収益は義捐金として、 全て寄付されました。

❖ 

三
学
期
の
行
事
予
定 

❖

祭りだ!
興譲祭だ

!蕾～無限大の可能性～
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